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8
月
7
日(
日)

、
午
前
6
時
か
ら
夏

の
ク
リ
ー
ン
作
戦
が
行
わ
れ
、
昨
年
よ

り
22
人
多
い
134
人
の
方
々
に
参
加
い

た
だ
き
ま
し
た
。
特
に
今
回
は
中
学
生

が
23
名
も
参
加
し
、
道
路
の
ゴ
ミ
拾
い

や
花
壇
の
草
取
り
に
地
区
住
民
と
一
緒

に
汗
を
流
し
ま
し
た
。
参
加
い
た
だ
い

た
皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

生
活
環
境
衛
生
部
よ
り 

次
回
「
秋
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
」
は
、 

10
月
2
日
（
日
）
の
朝
6
時
か
ら
で

す
。 

 

持
続
可
能
な
自
治
会
運
営
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
の
お
知
ら
せ 

7
月
15
日
付
け
で
実
施
し
た
、
一
戸
建

て
住
宅
に
お
住
い
の
令
和
4
年
度
の
班
長

さ
ん
方
50
人
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
、「
今

後
の
自
治
会
運
営
や
役
員
選
出
の
あ
り

方
」
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果

が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。
な
お
、
回
収
率
は
70
％
で
35
人

の
方
か
ら
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

自
治
会
役
員
に
対
し
て
は
、
業
務
で
年

間
に
何
回
ぐ
ら
い
集
ま
る
も
の
か
、
時
間

が
短
く
負
担
が
重
く
な
け
れ
ば
仕
事
と
家

庭
の
事
情
に
合
わ
せ
て
協
力
で
き
る
か
も

し
れ
な
い
等
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。 

役
員
の
選
出
方
法
に
つ
い
て
は
、
順
番

制
が
12
人
、
推
薦
制
が
19
人
、
そ
の
他
（
く

じ
引
き
、
わ
か
ら
な
い
な
ど
）
が
4
人
と

な
り
ま
し
た
。
順
番
制
（
重
複
回
答
あ
り
）

で
は
、
班
長
制
が
（
10
人
）、
ゴ
ミ
集
積
所

の
当
番
制
が
（
3
人
）、
そ
の
他
（
1
人
）、

推
薦
制
で
は
（
重
複
回
答
あ
り
）
各
班
で

候
補
者
を
選
任
す
る
（
6
人
）、
前
役
員
が

新
役
員
を
選
任
す
る
（
10
人
）、
わ
か
ら
な

い
、
記
載
な
し
が
（
5
人
）
で
し
た
。 

 

自
治
会
で
は
令
和
3
年
1
月
に
60
名

（
令
和
2
年
度
班
長
さ
ん
が
回
答
、
調
査

結
果
は
3
月
15
日
の
自
治
会
だ
よ
り
で

お
知
ら
せ
）、
令
和
3
年
7
月
に
51
名 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（
令
和
3
年
度
班
長
さ
ん
が
回
答
、
調
査
結
果

は
9

月
15

日
の
自
治
会
だ
よ
り
で
お
知
ら

せ
）
、
そ
し
て
今
回
（
令
和
4
年
度
班
長
さ
ん

が
回
答
）
で
、
合
計
3
回
（
延
べ
161
名
の
対
象

者
で
129
名
「
80
％
」
が
回
答
）
の
調
査
結
果
を 

総
じ
て
見
れ
ば
、
自
由
回
答
欄
で
の
ご
意
見
、

要
望
な
ど
に
つ
い
て
は
、
ご
み
集
積
所
の
整
備

や
管
理
当
番
の
見
直
し
、
集
合
住
宅
入
居
者
へ

の
当
番
に
つ
い
て
な
ど
、
ご
み
に
関
す
る
不
満

や
要
望
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
新
し
く
越
し
て
き
て
も
周
り
へ
の
ご

挨
拶
は
隣
だ
け
と
い
う
こ
と
で
、
ご
近
所
の

方
々
も
わ
か
ら
な
い
で
い
た
り
し
ま
す
。 

知
ら
な
い
方
が
増
え
た
事
に
よ
る
や
り
に
く

さ
を
強
く
感
じ
て
し
ま
う
等
の
回
答
が
よ
せ
ら

れ
ま
し
た
。 

 

ほ
ん
の
一
部
の
ご
紹
介
で
し
た
が
、
全
体
的

に
見
れ
ば
自
治
会
活
動
・
行
事
の
見
直
し
を
し

な
が
ら
、
私
生
活
に
過
度
な
負
担
が
か
か
ら
ず
、

持
ち
回
り
の
班
長
当
番
み
た
い
に
、
事
前
に
次

は
自
分
が
自
治
会
役
員
の
当
番
だ
と
わ
か
り
、

心
の
準
備
が
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
で
あ
れ

ば
、
順
番
制
で
も
推
薦
制
で
も
、
役
員
と
し
て

協
力
で
き
る
の
で
は
と
思
わ
れ
る
結
果
に
な
り

ま
し
た
。
自
治
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
結

果
を
も
と
に
、
今
後
も
持
続
可
能
な
自
治
会
運

営
に
つ
い
て
、
班
長
連
絡
会
議
な
ど
を
開
催
し

な
が
ら
理
事
会
で
話
し
合
っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

総
務
部
よ
り 

夏のクリーン作戦実施 

大
釜
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

に
エ
ア
コ
ン
が
設
置
さ
れ
ま
し
た 

自
治
会
で
は
、
滝
沢
市
を
通
し
て
募
集

の
あ
っ
た
、
宝
く
じ
益
金
利
用
の
「
令
和

4
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
」
を
活

用
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
へ
の

「
エ
ア
コ
ン
設
置
に
係
る
助
成
金
」
の
申

請
を
行
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
こ
の
た
び

事
業
採
択
さ
れ
7
月
7
日
に
設
置
工
事

が
完
了
し
ま
し
た
。
（
写
真
左
） 

い
き
い
き
サ
ロ
ン
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
で
も
快
適
に
利
用
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。 

 

 

写
真
左 

ゴ
ミ
拾
い
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
花
壇
の
草
取
り
を
す
る
中
学
生
の
皆
さ
ん 



[２] 令和 4 年９月１５日      大 釜 南 自 治 会 だ よ り 

  

行
事
予
定
（
九
～
十
一
月
） 

○
9
月
25
日
（
日
）
市
民
体
育
祭
中
期
大
会
（
ス
ロ
ー 

ピ
ッ
チ
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
）
大
釜
グ
ラ
ウ
ン
ド
他 

○
9
月
29
日
（
木
）
い
き
い
き
サ
ロ
ン
（
元
気
ス
ポ
ー 

ツ
大
会
）
滝
沢
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー 

○
10
月
2
日
（
日
）
秋
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
（
午
前
六
時
） 

○
10
月
14
日
（
金
）
い
き
い
き
サ
ロ
ン
（
第
4
回
介 

護
予
防
教
室
）
コ
ミ
セ
ン 

○
10
月
25
日
（
火
）
い
き
い
き
サ
ロ
ン
（
い
き
い
き
百

歳
体
操
）
コ
ミ
セ
ン 

○
11
月
4
日
（
金
）
い
き
い
き
サ
ロ
ン
（
元
気
ス
ボ
ー 

ツ
大
会
）
滝
沢
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー 

○
11
月
15
日
（
火
）
い
き
い
き
サ
ロ
ン
（
い
き
い
き
百

歳
体
操
）
コ
ミ
セ
ン 

あ
と
が
き 

9
月
に
入
っ
て
か
ら
太
陽
の
顔
が
見
え

な
い
日
が
続
き
出
来
秋
を
心
配
し
て
お
り
ま
す
。 

皆
様
に
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
ご
注
意
を
！
（
Ｏ
・
Ｔ
） 

大
釜
地
域
こ
れ
か
ら
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催 

 
7
月
17
日
と
8
月
9
日
の
2
回
、
大
釜
地

区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
、「
第
2

次
滝
沢
市
総
合
計
画
策
定
地
域
別
計
画
」
に
位

置
づ
け
る
「
大
釜
地
域
の
こ
れ
か
ら
」
を
テ
ー

マ
に
大
釜
地
域
づ
く
り
推
進
会
を
主
体
に
し

た
、
大
釜
上
・
南
両
自
治
会
の
役
員
が
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
1
回
目
は
「
大
釜

地
域
の
こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら
・
地
域
の
目
指

す
べ
き
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
」
に
つ
い
て
、
2

回
目
は
「
大
釜
地
域
の
目
指
す
べ
き
ま
ち
づ
く

り
の
方
向
性
の
確
認
・
方
向
性
を
実
現
す
る
た

め
の
取
り
組
み
」
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。 

市
か
ら
の
出
席
者
6
名
の
自
己
紹
介
の
後
、
主

濱
市
長
か
ら
滝
沢
市
の
現
状
と
今
後
の
人
口

推
移
に
つ
い
て
説
明
が
さ
れ
ま
し
た
。 

 

続
い
て
、
事
務
局
か
ら
「
第
2
次
滝
沢
市
総

合
計
画
基
本
構
想
」
に
つ
い
て
、
現
状
と
今
後

の
推
移
の
予
測
の
も
と
、
「
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン

グ
（
場
の
幸
せ
）
の
実
現
に
向
け
た
地
域
環
境

の
創
出
」
を
基
本
的
考
え
方
と
し
て
い
る
と
説

明
が
あ
り
、
質
疑
応
答
に
入
り
ま
し
た
。 

引
き
続
い
て
、
地
域
懇
談
に
移
り
参
加
者
の

中
か
ら
6
名
の
方
が
、
地
区
内
の
道
路
改
良
や

幹
線
排
水
路
改
良
工
事
の
状
況
、
若
者
定
住
策

の
た
め
の
企
業
誘
致
に
つ
い
て
、
越
前
堰
水
路

の
安
全
柵
の
劣
化
、
米
の
消
費
に
つ
い
て
、
な

ど
活
発
に
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

大
釜
地
域
づ
く
り
推
進
会
よ
り 

治
会
員
は
15
名
が
懇
談
に
参
加
し
ま
し
た
。 

は
じ
め
に
、
令
和
4
年
度
の
予
算
審
議
の

状
況
説
明
と
過
去
の
報
告
会
で
質
問
さ
れ
た

地
域
課
題
に
対
す
る
調
査
結
果
が
報
告
さ

れ
、
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、

令
和
3
年
度
の
議
会
活
動
報
告
が
行
わ
れ
、

最
後
に
地
域
課
題
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
し

ま
し
た
。
4
名
の
参
加
者
か
ら
若
者
定
住
に

つ
い
て
や
広
域
ご
み
処
理
施
設
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

 

 

写真上 三つのグループに分かれてワークショップする皆さん 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
今
後
も
う
1
回
開
催

し
、
令
和
5
年
度
か
ら
8
年
間
の
「
第
2
次

滝
沢
市
総
合
計
画
地
域
別
計
画
」
の
中
で
、

「
大
釜
地
域
づ
く
り
計
画
」
と
し
て
位
置
づ

け
て
、
実
現
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
く
事
に

な
り
ま
す
。
大
釜
地
域
づ
く
り
推
進
会
よ
り 

 

滝
沢
市
議
会
報
告
会
「
お
で
ん
せ
会
議
」

を
開
催
し
ま
し
た 

7
月
15
日
、
大
釜
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
で
「
お
で
ん
せ
会
議
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
市
議
会
か
ら
担

当
議
員
6
名
と
日
向
議
長
が
出
席
、
自 

写
真
左 
懇
談
前
に
挨
拶
を
す
る
日
向
清
一
議
長 

滝
沢
市
政
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た 

8
月
27
日
、
大
釜
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
に
於
い
て
、
令
和
4
年
度
市
政
懇
談

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
市
長
、
副
市
長
ほ
か 

写
真
左 

滝
沢
市
の
現
状
を
説
明
す
る
主
濱
市
長 


